
問

認
可
保
育
園
に
は
、「
児

童
が
保
育
に
欠
け
る
」
と
市
で

認
定
し
て
初
め
て
入
所
で
き
る
。

ま
た
必
要
性
が
高
い
児
童
を
保

育
所
入
所
選
考
基
準
に
照
ら
し

て
判
断
し
て
い
る
。
次
に
掲
げ

る
事
例
に
つ
い
て
、
市
の
基
準

に
基
づ
い
て
優
先
順
位
を
判
断

し
た
場
合
ど
う
な
る
の
か
。
両

親
と
も
正
社
員
で
毎
日
勤
務
し

て
い
る
Ａ
世
帯
。父
は
正
社
員
、

母
は
パ
ー
ト
で
毎
日
８
時
間
を

超
え
る
勤
務
の
Ｂ
世
帯
。
職
探

し
中
で
生
活
が
苦
し
い
母
子
家

庭
の
Ｃ
世
帯
。
父
が
正
社
員
、

母
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に

学
業
に
つ
い
て
い
る
Ｄ
世
帯
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
各
世
帯
に

つ
い
て
、
入
所
の
優
先
順
位
を

示
し
て
ほ
し
い
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

保
護
者

が
「
保
育
に
欠
け
る
状
態
」
と

「
個
々
の
世
帯
の
状
況
」
を
指

数
化
し
合
算
す
る
。
そ
の
点
数

の
高
い
順
に
入
所
の
判
定
を
行

っ
て
い
る
。
議
員
が
示
し
た
事

例
で
は
、１
番
が
Ａ
世
帯
で「
正

社
員
の
８
点
」、
２
番
目
は
Ｂ

世
帯
で
「
パ
ー
ト
で
８
時
間
以

上
の
勤
務
で
７
点
」、
３
番
目

は
Ｃ
世
帯
の
「
求
職
中
の
３
点

と
母
子
家
庭
の
２
点
を
合
わ
せ

た
５
点
」
と
Ｄ
世
帯
の
「
学
業

中
の
５
点
」
で
同
点
と
な
る
。

現
在
、
経
済
的
な
困
窮
度
は
入

所
選
考
の
際
に
考
慮
し
て
い
な

い
が
、
入
所
選
考
基
準
の
改
定

作
業
を
行
っ
て
お
り
、今
後
は
、

保
護
者
が
正
社
員
で
あ
る
か
な

い
か
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
実
態
で
判
断
す
べ
き
と
考

え
、
改
定
の
内
容
に
反
映
し
て

い
く
。

問

移
動
が
難
し
く
な
る
高
齢

者
に
対
す
る
具
体
策
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

乗
り

合
い
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域

公
共
交
通
の
整
備
を
目
指
す
。

持
続
可
能
な
交
通
と
な
る
よ
う

に
、
交
通
事
業
者
や
地
域
の
方

々
と
具
体
的
な
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

問

歩
行
者
と
自
転
車
の
安
全

な
通
行
空
間
の
確
保
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

車
道

へ
の
自
転
車
通
行
帯
の
明
示
、

道
路
空
間
の
再
配
分
、
自
転
車

走
行
位
置
の
明
示
等
を
、
交
通

管
理
者
な
ど
関
係
機
関
と
協
議

し
検
討
し
て
い
く
。

問

電
磁
波
と
健
康
被
害
の
因

果
関
係
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い

が
、
原
因
と
思
わ
れ
る
症
例
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
携
帯

電
話
の
中
継
基
地
局
が
、
市
内

の
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
の

近
く
に
も
多
く
建
ち
、
子
供
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
予
防

原
則
に
立
ち
市
民
、
特
に
子
供

た
ち
を
守
る
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

企
画
部
長

懸
念
す
る
声
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
因

果
関
係
を
立
証
す
る
の
が
難
し

い
中
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

対
策
が
必
要
な
場
合
は
対
処
す

る
。
ま
た
、
予
防
原
則
に
基
づ

き
自
治
体
が
規
制
を
行
う
に
は

慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

電
磁
波
対
策
に
は
そ
の
影
響
が

信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
に
基
づ
く

社
会
的
合
意
が
醸
成
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

�問
こ
の
工
事
請
負
契
約
の
契

約
金
額
は
約
１
１
２
億
３
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
財
源
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

国
庫
支
出
金
が
約

４５
億
円
、
起
債
が
約
５２
億
円
、

一
般
財
源
が
約
８
億
円
で
あ
り
、

特
定
財
源
と
し
て
大
磯
町
か
ら

の
分
担
金
が
約
６
億
７
０
０
０

万
円
で
あ
る
。

�問
こ
の
事
業
は
、
本
来
で
あ

れ
ば
市
民
が
ど
の
よ
う
な
ご
み

処
理
を
求
め
、
焼
却
処
理
が
望

ま
し
い
の
か
を
調
査
し
て
か
ら

着
手
す
べ
き
と
考
え
る
。
施
設

の
建
設
、
運
営
は
公
設
民
営
方

式
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
行
わ

れ
る
が
、
今
回
工
事
請
負
契
約

を
行
う
相
手
先
の
財
務
面
、
技

術
面
の
精
査
は
行
っ
た
の
か
。

環
境
部
長

最
終
的
に
は
三
つ

の
企
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
財

務
体
質
、
技
術
面
の
精
査
を
行

っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
問
題
は

な
い
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。

�問
ご
み
の
焼
却
に
よ
り
発
電

さ
れ
る
電
力
を
売
電
す
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
収
入
は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
で
運
営
を
行
う
事
業
者
の
収

入
と
し
て
い
る
が
、
年
間
の
売

電
量
や
売
電
に
よ
る
収
入
を

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

環
境
部
長

年
間
の
総
発
電
量

約
３
５
０
０
万
�
�
ア
ワ
ー
の

う
ち
、
施
設
の
使
用
分
が
１
２

０
０
万
�
�
ア
ワ
ー
と
し
て
い

る
た
め
、
売
電
量
は
２
３
０
０

万
�
�
ア
ワ
ー
で
あ
り
、
金
額

に
し
て
約
２
億
３
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

�問
藤
沢
市
で
は
売
電
収
入
を

市
の
収
入
と
し
て
い
る
が
、
本

市
で
は
事
業
者
の
収
入
と
し
た

理
由
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

売
電
収
入
を
事
業

者
に
与
え
る
こ
と
で
、
施
設
内

で
使
用
す
る
電
気
量
を
節
約
す

れ
ば
売
電
収
入
に
つ
な
が
る
な

ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
報
奨
）

を
働
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。

�問
ご
み
が
減
れ
ば
売
電
量
も

減
少
す
る
。
本
市
の
契
約
で
は

売
電
収
入
が
各
年
度
に
お
け
る

調
整
額
よ
り
５
％
以
上
減
っ
た

ら
そ
の
分
を
事
業
者
と
折
半
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
藤

江
口

友
子
議
員

認
可
保
育
園
の
入
所

選
考
基
準
の
見
直
し
を

厚
見

利
子
議
員

平
塚
市
総
合
交
通
計
画

く

ら

し

の

中
の

電

磁

波

問

題�

議 員 名：所属会派名等（質問時間）
岩田 耕平：平塚クラブ（３０分）
１ 協働のまちづくりについて
（１）地域自治推進モデル事業より
（２）市民活動普及啓発事業より
２ 財団法人平塚市文化スポーツまちづくり
振興財団について

（１）現状と今後の課題
（２）駅西口東地自転車・バイク駐車場建設
３ 市民病院の改革について
（１）病院事業管理者へ所信を問う
（２）経営と医療サービスの両立
（３）事業管理の課題と解決策
４ 産業振興について
水野 泰助：湘南民主クラブ（３０分）
１ 市長に問う
（１）新幹線新駅の設置について
（２）平塚市まちづくり条例の見直し案につ
いて

（３）地震防災対策について
ア 津波避難計画
イ 住宅耐震化率
ウ 「地震防災の日」の活動

２ 教育長に問う
（１）道徳教育について
秋澤 雅久：公明ひらつか（３０分）
１ 報告第��号 財団法人平塚市文化スポ
ーツまちづくり振興財団の経営状況につい
て
２ 市民病院について
３ 高齢者政策について
（１）介護政策
（２）高齢者の居住の安定確保
４ 市税等滞納対策について
黒部 栄三：清風クラブ（３０分）
１ （仮称）湘南ひらつかパークゴルフ場及

び周辺施設の現状と課題について
（１）工事の進捗状況
（２）管理・運営方法
２ 本市のごみ行政について
（１）現状と課題
（２）ごみ減量と資源化
３ 子育て支援の充実について
（１）就学前の子育て応援
（２）子育て施設の臨時・パート職員の処遇
改善

４ 米飯給食の回数増
臼井 照人：平塚クラブ（２５分）
１ 平塚市高齢者福祉計画（介護保険事業計
画［第�期］）
２ ごみ減量化作戦
（１）一般可燃ごみ減量化実行計画
（２）事業系ごみの有料化について
３ 平塚市の観光資源とブランド化
（１）地場産品の活用
４ 諸課題
（１）広報ひらつかについて
出村 光：湘南民主クラブ（２５分）
１ 駅西口東地自転車等駐車場について
２ ひらつか花アグリ開園後の課題について
（１）周辺の交通対策
（２）観光資源としての活用
（３）市民農園
３ 病院事業管理者に問う
（１）役割と責任
（２）平塚市民病院整備事業の進捗
永田 美典：公明ひらつか（２０分）
１ 平塚市における危機管理体制について
（１）国民保護法に基づく「避難実施要領の
パターン」の策定を

（２）津波避難対策の拡充

２ 不用品回収の規制強化
（１）消費者保護
（２）資源ごみの持去り
３ 脳脊髄液減少症について
坂間 正昭：清風クラブ（３０分）
１ 地域整備について
（１）生活環境
ア 耕作放棄地対策
イ 農業集落排水事業

（２）道路整備
（３）施設等の受け入れ条件整備の進め方
２ 消防行政について
（１）消防の広域化
（２）火災予防と消防力の強化
３ 学校教育
（１）魅力ある学校づくりと施設について
４ 青少年育成について
野崎 審也：平塚クラブ（２３分）
１ 子育てするならひらつか
２ 長寿を楽しむまちひらつか
（１）高齢者支援について
３ ユニバーサルデザインのまちひらつか
（１）北口駅前広場のバリアフリー化後の諸
課題について

４ 未来を結ぶひらつかなぎさステージ
（１）国道���号暫定�車線化に伴う拠点
整備について

小泉 春雄：湘南民主クラブ（２３分）
１ 平塚市競輪事業について
（１）鎌倉市撤退問題訴訟
（２）経済産業省所管財団法人ＪＫＡ
２ 地区公民館活動について
３ 新たな姉妹都市の締結について
伊東 尚美：公明ひらつか（１５分）
１ 平塚市環境基本計画第２期事業計画から

（１）環境教育の充実
（２）生物多様性の保全対策
２ いじめ・不登校対策への取り組み
（１）教育相談の充実
（２）適応指導教室について
松本 敏子：日本共産党平塚市議会議員団（２６分）
１ 介護保険について
２ 平塚市企業立地等促進事業について
３ 選挙投票率アップのための体制づくり
４ 育児休業における兄弟姉妹の保育園入所
基準の改善を
端 文昭：市民派の会（２６分）
１ 廃棄物行政について
（１）ごみ処理広域化
（２）次期環境事業センター
（３）特定ごみ（事業系ごみ）制度
２ 事業仕分けと補助金仕分けについて
（１）国の事業仕分け、平塚市の仕事の点検
作業

（２）補助金、負担金、交付金
３ 競輪事業とＪＫＡについて
４ （仮称）湘南ひらつかパークゴルフ場に
ついて
江口 友子：無所属（１３分）
１ 今、求められる女性と子育て支援
（１）待機児童の現状と具体的対策
（２）保育所入所選考基準
（３）最後のセーフティネット・生活保護制
度の運用

厚見 利子：無所属（１３分）
１ 平塚市総合交通計画について
（１）高齢者への対応
（２）交通環境の整備
ア 歩行者・自転車の通行空間の確保

２ くらしの中の電磁波問題について

平成��年（２０１０年）�月��日（�）

※発言通告から主な項目を抜粋

無

所

属

無

所

属

��������	
��
�

ひらつか議会だより

新新たたななごごみみ焼焼却却施施設設
工工事事請請負負契契約約をを締締結結へへ
この契約の締結により新たなごみ焼却施設の整備・運営

事業に関する基本契約、運営業務、焼却残さ資源化処理業
務、輸送業務の各委託契約の効力が発生するため、５月臨
時会では事業全体にわたる活発な議論が展開されました。
ここではその一部を要約して紹介します。
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